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■河川下水道対策 ながす

東条川の丹波篠山市今田町の区間では、 平成3年よ
り広域河川改修事業を進めており、 河床掘削、 護岸
整備、 橋梁改築が実施されている。

東条川(丹波篠山市今田町)

施工前

施工後

兵庫県

丹波篠山市

（ １） 上流域ブロック（ 護岸整備等）
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■河川下水道対策 ながす

R6年度
以降

R5年度

見込み
R4年度R3年度迄全体

約15,000m3約38,000m3

（91%）
約16,000m3

（68%）
約99,000m3

（59%）
約168,000m3掘削

約0.1ha約0.1ha
（99%）

約0.2ha
（98%）

約8.9ha
（96%）

約9.3ha用地取得
（契約ﾍﾞｰｽ）

約0.7km約0.5km
（74%）

約0.4km
（56%）

約1.1km
（41%）

2.7km築堤（暫定）

○掘削は、全体１６．８万ｍ3のうち、下流部を中心に約１１．５万ｍ3が完了（臨時特別予算も活用）。

○用地取得は、全体９．３haのうち、下流部を中心に約９．１haの用地取得が完了。

○築堤（暫定）は、全体約２．７ｋｍのうち、河高地区と下滝野地区で約１．５ｋｍ完了。

○河高・下滝野地区は、Ｒ３年度概成により治水効果発現しており、Ｒ６年度の完成を目指す。

現在
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（ ２） 中流域ブロック①（ 加東市域の河川事業） 【 国・ 県・ 加東市】

第8回 加古川中流部河川整備推進協議会時点（R5.11.27）



■河川下水道対策 ながす

河川事業の実施状況
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【 ①河高地区・ ②下滝野地区(高倉川) 】

加古川

高倉川

油谷川 築堤完成

築堤完成

【 R5.10月撮影】

‥施行予定箇所

滝野大橋

【 R5.10月撮影】

【 ③下滝野地区】

【 R5.10月撮影】

滝野大橋

滝見橋

【 ④上滝野地区】

【 R5.10月撮影】

【 ⑤上滝野地区】 【 ⑥上滝野地区】

【 R5.10月撮影】

(新)滝見橋

第8回 加古川中流部河川整備推進協議会時点（R5.11.27）



■河川下水道対策 ながす

施工前

施工後

西脇工区
・早期に事業効果発現のため、畑谷川合流点下流において昭和58年洪水対応
（２段階整備の１段階目）の掘削を令和２年度に完了させた。
・平成16年台風対応の掘削（２段階整備の２段階目）は、畑谷川合流点上流に
おける昭和58年洪水対応の掘削の進捗を踏まえつつ行っていく。
・令和５年度は、緯度橋上流右岸の河道掘削を進めている。

R5年度

R6年度～

凡例

～R3年度

R4年度

西脇工区（R4.10）

緯度橋

西脇工区(R5.3)平均掘削深1.0ｍ

緯度橋

緯度橋

西脇工区

こもえ

蒲江工区

畑谷川

福地川

門柳川

比延谷川

畑瀬橋

加古川

昭和58年洪水対応目標

平成16年台風対応目標
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（ ２） 中流域ブロック②（ 西脇市域の河川事業： 加古川）

蒲江工区
・令和６年度より事業着手する予定。
〇掘削規模は、平成29年度から令和４年度までに約21.5万
m3、令和５年度は約0.2万m3である。（進捗率50％）

第8回 加古川中流部河川整備推進協議会時点（R5.11.27）



■河川下水道対策 ながす

沖田井堰（R4.11状況） 和田井堰（R5.6状況）平成30年7月豪雨 沖田井堰下流

～R2年度

R4年度

R5年度～

凡例

R3年度

西脇中学校

旧西脇市役所

沖田井堰

到達水位 4.23
（氾濫危険水位 3.80）

○沖田・和田井堰をポンプ施設に改築するとともに河床を掘り下げ、流下能力を向上させる。
○令和５年５月に沖田井堰、和田井堰ともに改築完了。
○令和５年度以降は護岸工事及び河道掘削を行っている。

ポンプ施設

三
和

橋

和田井堰

ポンプ施設
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工事前

工事後

工事前

工事後

（ ２） 中流域ブロック③（ 西脇市域の河川事業： 杉原川）
第8回 加古川中流部河川整備推進協議会時点（R5.11.27）



■河川下水道対策 ながす
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（ ２） 中流域ブロック④（ 福地雨水ポンプ場： 西脇市の取り組み）

運転状況

ポンプ操作訓練

対策後



■河川下水道対策 ながす

（ ２） 中流域ブロック⑤（ 安取雨水ポンプ場： 加東市の取り組み）

安取雨水ポンプ場

ポンプ井

吐出井

発電機室

電気室

放流渠
□1750×1500

一級河川 加古川

電気設備棟
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【 位置図】

ジオラマ模型による地元説明会（ H28 .11） 明石高専生による河川氾濫解析の

実演と地元説明会（ H29 .3 ）

【 地元説明会の様子】

【 全景】

安取雨水ポンプ場概要

場所： 加東市河高地内

排水面積： 54 .19ha

（ 79 .58ha）
※（ ） は将来計画の数値

放流先： 一級河川加古川

計画排水量： 3.2m3/秒

（ 4 .8m3/秒）
※（ ） は将来計画の数値

敷地面積： 1,471 .56㎡

・ H16 床上12戸、 床下8戸の浸水被害（ 台風23号）
・ H22年度 内水対策用の排水ポンプパッケージ車購入配備
・ H23 床下2戸の浸水被害（ 台風12号）
・ H24年度 内水対策基礎調査の実施
・ H25 床上2戸の浸水被害（ 台風18号）
・ H25 .9 .30 河高区長から内水対策の早期実施について要望書

提出
・ H25 .12 .27 . 排水機場整備予備設計着手について、 回答
・ H26年度 被害防止のために必要な内水排水量の調査及び

排水機場予備 設計を実施。 （ 防災課）
・ H27年度 安取雨水ポンプ場整備事業着手

（ 下水道法認可変更を行い、 下水道事業として
事業着手）

・ H28年度 実施設計および用地買収を完了
・ H29年度 安取雨水ポンプ場整備工事 着手
・ H30 .7 床上2戸、 床下4戸の浸水被害

（ H30年7月豪雨）
・ H30年度 安取雨水ポンプ場整備工事 完了

【 事業の経緯】
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■河川下水道対策 ながす

高砂• 尾上、古新地区河道掘削

（整備状況）

凡 例

河道掘削
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○資産が集積する下流部の高砂・尾上、古新、平荘地区において、河道掘削を実施し、治水安全度の向上を図った。

（ ３） 下流域ブロック①（ 河道掘削： 国（ 姫路河川国道事務所） の取り組み）

近畿地方整備局事業評価監視委員会（令和4年度 第2回）時点（R4.9.1）



■河川下水道対策 ながす
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（ ３） 下流域ブロック②（ 法華山谷川： 橋梁架替）



■河川下水道対策 ながす
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（ ３） 下流域ブロック③（ 法華山谷川： 護岸工事等）



ためる■流域対策
（ １） ため池
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0 .85m 水位を下げている

【 オリフィ スの改良工事実施】 【 事前放流ゲート 】

⼤⾕中池（オリフィスの改良）
平成25年 台風第18号

浸水面積 約2.3ha

平成29年 台風第21号

浸水面積 約0.3ha

社
（ 加東市）

7mm時間最大

H29 .10
台風第21号

68mm
24時間

最大

9mm時間最大

H25 .9
台風第18号

117mm
24時間

最大



ためる■流域対策
（ ２） 田んぼダム
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集落毎の意見交換等を踏まえ、 営農者等の理解と
協力を得た上で取り組んでいる。

田んぼダムとは

田んぼダムは、 水田が有する貯水機能を利用した取組であり、
大雨の際、 一時的に雨水を貯留することにより下流への水量
を調整し、 下流域の浸水被害の軽減を図る手法

【 田んぼダム用せき板の使い方】

田んぼダムを実施すると・ ・ ・
田んぼ10枚（ 1枚1,000m² ） で
25mプール約2.8杯分溜まります。
（ 幅12m、 長さ25m、 深さ1.2mの場合）

せき板の上に田んぼダム用
せき板をのせる

上流でも実施することで、
下流域の被害がさらに軽減できます！

切欠から排水 一次的に水位が上がり、
セキ板を越流し排水



ためる■流域対策
（ ３） 校庭貯留・ 公園内雨水貯留

大雨が降ると…
こんな感じ

周囲小堤、 側溝、 余水吐、
オリフィ ス桝などの整備に
より貯留容量を確保。

約620m3の確保（ 25ｍ
プールで約1.5杯分）

排水路、 オリフィ ス桝、
洪水吐、 放流管などの整備
により貯留容量を確保。

約580m3の確保（ 25ｍ
プールで約1.5杯分）

兵庫県立丹波年輪の里（ 丹波市柏原町） 内にあるグラウンド型既存調整池を活用した流域対策（ 平成29年3月完成）
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【 丹波市： 柏原中学校】 【 兵庫県： 兵庫県立氷上西高等学校】

【 兵庫県： 兵庫県立丹波年輪の里】

加古川流域の浸水被害を軽減するため、 丹波市立柏原中学校に校庭貯留施
設を整備（ 平成29年5月完成） 施設整備により、 降った大雨が一度に流れ
出るのを抑制し、 少しづつ流すことで下流への負担を軽減する。

大雨が降ると…
こんな感じ

兵庫県立氷上西高等学校で校庭貯留施設を整備（ 平成29年3月完成）
施設整備により、 降った大雨が一度に流れ出るのを抑制し、 少しづつ
流すことで下流への負担を軽減する。

水深（ cm） と
貯留量（ m3） の
関係がわかるよう
にしている。

10cm嵩上げ

ここまで溜まる

既存桝の嵩上げとオリフィ ス口の
縮小を行い、 グラウンド部での貯
留容量を増やした。
約800m3の増（ 25mプールで
約2杯分）

大雨が降ると…
こんな感じ



ためる■流域対策
（ ４） 治水活用に関する啓発（ ため池）
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丹波市・ 丹波篠山市の事例

「 令和4年度ため池管理者講習会」 を開催
（ 丹波市52名、 丹波篠山市62名参加）

・ 「 令和4年度版ため池管理マニュアル」 により、 ため池の適正
管理等についての説明

【 内容】

講習会の様子

高砂市の事例

「 令和4年度 高砂市ため池管理者講習会」 を開催
（ 28名参加）

・ 「 令和4年度版ため池管理マニュアル」 により、 ため池の適正
管理等についての説明

・ 「 ため池管理アプリ」 及び「 ため池での事故防止啓発」 についての
チラシの配布及び紹介

・ 「 いなみ野ため池ミ ュージアム」 の取組状況や繁茂が問題となって
いる特定外来生物ナガエツルノゲイト ウの現状についての説明

【 内容】

講習会の様子
ため池管理マニュアル（ R4年度）

ため池管理アプリ



ためる■流域対策
（ ５） 森林の整備及び保全（ 多可町の取り組み）

・ 人工林が大部分を占める

・ その適正な保全を図る

・ 森林の多面的機能を高度に発揮する
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多田川流域

全町的に森林の保全および保水機能の向上を図り、 町内外への「 木質バイ
オマス」 エネルギーを安定的に供給するため、 木質バイオマス供給セン
ターのチップ生産能力を強化するなど、 間伐促進対策等を実施

森林経営計画
計画に基づき、 路網整備や高性能林業機械の導入など集約的な施業を進め、
計画的に間伐対策を推進することにより、 「 流域の保水力向上」 に努めている。

間伐実施状況 間伐材チップ
木質バイオマス
チップボイラー

木質バイオマスチップボイラー
（ ボイラー内部）



そなえる■減災対策

（ １） 浸水が想定される区域の指定・ 県民の情報の把握
・ ハザードマップの作成・ 更新
・ ハザードマップの周知（ 出前講座の実施）
・ 災害を伝える
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丹波市防災マップ（ 令和3年に更新）
（ 防災マップの作成・ 更新）

避難所の案内表示板の事例（ 加古川市内）
（ 災害を伝える）

防災出前講座（ 高砂市HP）
（ 防災マップの周知）

出前講座 まち歩き



そなえる■減災対策

（ ２） 浸水による被害の発生に係わる情報の伝達
・ 雨量・ 水位情報（ リアルタイム観測情報や河川監視画像の配信）
・ 防災情報の発信
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CGハザードマップ
（ 雨量・ 水位情報）

にしわき防災ネット
（ 防災情報の発信）

令和5年10月リニューアル



そなえる■減災対策

（ ３） 浸水による被害の軽減に関する学習
・ 防災リーダーの育成・ 地域防災力強化の強化
・ 手作り防災マップの作成支援

丹波管内防災リーダーフォローアップ研修
（ 防災リーダーの育成・ 地域防災力強化の強化）
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防災リーダーフォローアップ研修

地域で作成したハザードマップ（ 高砂市HP）
（ 手作り防災マップの作成支援）



そなえる■減災対策

（ ４） 浸水による被害の軽減のための体制整備
・ 水防活動等への支援
・ 円滑な避難態勢の整備（ 避難所入口の看板の設置）
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災害時避難場所の標識（ 播磨町）
（ 円滑な避難態勢の整備）

中学生が消防活動を体験（ スクラムハート 事業： 多可町）
（ 水防活動等への支援）



そなえる■減災対策

（ ５） 訓練の実施
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兵庫県丹波地域合同防災訓練 フェニックス共済の加入促進

（ ６） 浸水による被害からの早期の生活の再建
・ フェニックス共済の加入促進


